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スティックが摩擦よって紙に引っ張られているとき、スティックは垂直抗力と摩擦力の合力を

受けていて、その反作用としてスティックが元に戻ろうとする力が働いている。元に戻ろうとす

る力の水平方向の分力がθ’≦90°の状態で摩擦の力を超えるとき、スティックは元の形に戻る

ことができ、現象は発生する。しかし、θ’＞90°の状態ではスティックが紙に突っかかってし

まい戻ることができず、直線が書ける。元に戻ろうとする力の水平方向の分力が摩擦力を超える

のは、垂直抗力に対する摩擦の大きさが最大摩擦力に達し、動摩擦力に変化する瞬間である。実

験Ⅱ・Ⅲのグラフの左側(つまりスティックがしなりにくいとき)に現象が発生する最大摩擦力の

値の範囲が大きくなったのは、スティックがしなりにくいために、なかなかθ’が 90°に達し

ないからであると考えられる。また、グラフの右側(つまりスティックがしなりやすいとき)でも

最大摩擦力の値が小さいときに現象が発生したのは、スティックにかかる垂直抗力が小さいた

め、それに対する最大摩擦力も小さく、摩擦の大きさがすぐに最大摩擦力に達するためだと考え

られる。 

 

結論 

 4つの実験から、以下のことがわかった。 

1．現象の発生に接地面の面積は影響していないこと。 

2．最大摩擦力の大きさは現象の発生に影響しているということ。 

3．固定点から作用点の長さとスティックのしなりの違いは現象の発生に影響していて、

θ´≦90°のとき現象は発生するということ。 

 

謝辞 

 研究発表会で様々な先生方からご指摘をいただいた。お礼申しあげる。 

参考文献(先行研究を調べた際に参考にしたページ) 

 東海大学紀要海洋学部「海－自然と科学」第 7巻第 3号(2009) 

 中野 健「スティックスリップ回避のための設計指針」 

 

研究の経過・反省・感想等 

1 年生のときは、調べたい分野を決めたら先生がある程度実験のテーマを提案してくださった

のですぐに決められたが、2 年生の課題研究は自分たちでテーマを見つけなければいけなく、見

つけるのが難しかった。始めは現象や実験データのどこに注目すればよいのかがわからず実験の

考察をするのに時間がかかったが、だんだんと注目するべき場所がわかるようになってきてより

色々な考察ができるようになってよかった。 
最初は台車に取り付けたスティックの方を動かそうとしたが、水平なものがなかなかなくて断

念し、スティックを固定して紙を動かすことにした。また、スティックをシャーペンや鉛筆にす

ると、削れることで垂直抗力が減ってしまうので、カーボン紙を使うことにした。今回の研究で

は手動で台を調節して垂直抗力を変えていたので、狙った値に設定するのが大変だった。条件を

そろえるために、スティックのしなりを変えずに摩擦係数の値を変えるにはどうすればいいか困

ったが、先生がカバーをつけるアイデアをくださった。千葉大や千葉工大へ発表しに行ったこと

で、大学の教授やほかの高校の先生から「もっとこうした方がいい。」などのアドバイスがもら

えてうれしかった。 
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